
- -1

（
法
務
委
員
会
）

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
七

七
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）
、

、

、

本
法
律
案
は

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
一
層
の
保
護
を
図
る
た
め

犯
罪
被
害
者
等
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度

犯
罪
被
害
者
等
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
刑
事
手
続
の
成
果
を
利
用
す
る
制
度
及
び
刑
事
手
続
に
お
い
て
犯
罪
被
害
者

等
の
氏
名
等
の
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
記
録
の
閲
覧
及
び
謄
写
の

範
囲
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
等
の
措
置
を
導
入
す
る
た
め
の
規
定
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正

１

犯
罪
被
害
者
等
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
の
創
設

裁
判
所
は
、
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
た
罪
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
の
罪
等
の
被
害
者
等
か
ら
、
被
告

事
件
の
手
続
へ
の
参
加
の
申
出
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
被
害
者
等
の
参
加
を
許
す
も
の

、

、

、

、

と
し

参
加
を
許
さ
れ
た
者
は

原
則
と
し
て
公
判
期
日
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に

一
定
の
要
件
の
下
で
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証
人
の
尋
問
、
被
告
人
に
対
す
る
質
問
及
び
事
実
又
は
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
意
見
の
陳
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

犯
罪
被
害
者
等
に
関
す
る
情
報
の
保
護

①

裁
判
所
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
性
犯
罪
等
の
被
害
者
の
氏
名
等
に
つ
い
て
、
公
開
の
法
廷
で
こ
れ
を
明
ら
か

に
し
な
い
旨
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
起
訴
状
の
朗
読
等
の
訴
訟
手
続
は
、
被
害

者
の
氏
名
等
を
明
ら
か
に
し
な
い
方
法
で
行
う
。

②

検
察
官
は
、
証
拠
開
示
の
際
に
、
被
害
者
の
氏
名
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
等
の
名
誉
が
害
さ

れ
る
お
そ
れ
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
弁
護
人
に
対
し
、
被
害
者
の
氏
名
等
が
被
告
人
そ
の
他
の
者
に
知
ら
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
民
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正

証
人
尋
問
及
び
当
事
者
尋
問
の
際
に
、
付
添
い
、
遮
へ
い
及
び
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
の
各
措
置
を
と
る
こ
と
を
認
め
る
。

三
、
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

１

損
害
賠
償
請
求
に
関
し
刑
事
手
続
の
成
果
を
利
用
す
る
制
度
の
創
設

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
た
罪
等
に
係
る
被
告
事
件
の
被
害
者
等
は
、
被
告
事
件
の
係
属
す
る
裁
判
所
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に
対
し
、
被
告
人
に
損
害
賠
償
を
命
ず
る
旨
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
裁
判
所
は
、
被
告
事
件
に
つ
い
て
有

罪
の
言
渡
し
を
し
た
後
、
最
初
の
口
頭
弁
論
又
は
審
尋
の
期
日
に
お
い
て
、
被
告
事
件
の
訴
訟
記
録
を
取
り
調
べ
た
上
、

原
則
と
し
て
四
回
以
内
の
期
日
に
お
い
て
審
理
を
行
い
、
決
定
に
よ
り
そ
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
裁
判
を
す
る
。

２

公
判
記
録
の
閲
覧
及
び
謄
写
の
範
囲
の
拡
大

①

刑
事
被
告
事
件
の
被
害
者
等
に
は
、
原
則
と
し
て
、
公
判
記
録
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
認
め
る
。

②

同
種
余
罪
の
被
害
者
等
に
も
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
相

当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
判
記
録
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
認
め
る
。

四
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
い
て
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か

ら
施
行
す
る
。

な
お
、
本
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
等
を
行
う
等
の
規
定
を
追
加
す
る
修
正
が
な
さ
れ
た
。


